
  

専攻科漁業生産科２年生、船員の先輩の話を聞く 

 

 専攻科漁業生産科２年生が、来校した先輩の話を聞きました。 

学校に来てくれた先輩は本校の専攻科漁業生産科の修了生で、船員として活躍しております。実際に船の現場での

話や船で働くために必要なことなど、教科書には書いていない貴重な話を生徒達は真剣に聞いていました。 

 

船舶運航科を卒業し、または専攻科漁業生産科、専攻科水産工学科を修了した生徒達が、船に就職して休暇がある

とこのように学校に来てくれて、近況報告や生徒の前で講義をしてくれます。学校を巣立った後もこのようなつなが

りがあるのが船舶運航科、専攻科漁業生産科、専攻科水産工学科の特徴の 1つです。 

卒業生、修了生の皆様、いつもありがとうございます。 

 

来校した先輩の話を聞く専攻科漁業生産科２年生                                 

 

☆専攻科とは 

船舶運航科（S 科）において航海や機関に関する基礎（高校２年生のときに航海系、機関系のどちらに分かれま

す）を３年間学んだあとに、更に２年間専門科目について学ぶ科です。ほとんどの生徒が専攻科修了後、船員とし

て海運・水産業界に就職しています。 

航海系列の専攻科を漁業生産科、機関系列の専攻科を水産工学科、情報通信系列の専攻科を情報通信科とい

います。漁業生産科１年、水産工学科１年は実習船「湘南丸」に乗船して、約１年間にわたり遠洋航海や沿岸航海、ド

ック実習などの実習を行い、船員になる基礎を実習で学びます。 

専攻科２年生は、学校において座学中心となり、漁業生産科の生徒は航海士、水産工学科の生徒は機関士にな

るために必要な３級海技士という免許の取得を目指して日々勉強に励みます。近年は２級海技士筆記合格、１級海

技士筆記合格、または科目合格をしている生徒もいます。専攻科２年生では、瀬戸内海や潮
しおの

岬
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元島
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など日

本沿岸において重要な航路を航行する沿岸航海が１回あります。 

 


